
つかみの授業 

自然なかたちでさまざまなハングルに接する 

 実践者：山下誠＋増島香代 

 

学習活動 3：日韓併記の地図を読む 

 

お互いのことばができない韓国人と日本人の友人同士がいっしょに使える、ハングルとひらがな併記の地

図を作る 

 

Step1）生徒がよく知っている地名・施設名が出ている韓国人向け案内図を用意する。 

 ＊googlemap ほか地域の観光協会や国際交流協会 

 等が発行する韓国語地図など。 

https://maps.google.co.jp/maps?hl=ko 

http://www.mapfan.com/houjin/mlang/map/korean/ 

 

Step2）未習のハングルが含まれているものを選んで点線で囲み（ ～ ）、何と読むかを類推させ、地名・

施設名リストをハングルとひらがなで作る。 

 

 

Step3）あらかじめ用意したハングルのみで表記された案内図をもとに、お互いのことばを知らない韓国人

と日本人の友人同士がいっしょに使えるように、ハングルとひらがなが併記されたオリジナル案内図を作

成する。この際、横浜駅前地区担当班とみなとみらい関内地区担当班に分かれ、完成後相互に教え合う

ことも考えられる。 

 

Step4）地名施設名を表すハングルのうち、未習部分を色でなぞるなどして注目させ、音を確認する。この

図内に現われる新出の字母は、ㅓ,ㅡ,ㅐ,ㄲであり、ㄹ,ㅇ,ㄱもパッチムとしては初めて目にするものであ

る。 

① ㅓ,ㅡ,ㅐは、ㅗ,ㅜ,ㅔのバリエーションとして理解する 

②  ㄲは、ㄱのバリエーションとして理解する。 
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③ㅋ,ㅌ,ㅍ,ㅊは、表では で表す。 

表記することを提示する。 

カナダラ対応表  

 

 

※学習活動１の表は、日本語の名前をハングルで表記することを意図して、日本語の５つの母音

だけを提示している。ここ（学習活動３）では韓国語の母音全てを掲載した表にして、韓国語表

記の地図も読めるようにしている。 

http://www.tjf.or.jp/meyasu/support/warmup/020-03_katudou3kanadarahyou.pdf

